
 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
釧
路
東
部
消
防
組
合
（
釧
路
町
・
厚
岸
・

浜
中
）
火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、
設
置
及
び
維
持
・
管
理
に
関
す
る
基
準
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
消
防
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
全
国
で
も
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

従
来
は
自
己
責
任
と
し
て
住
宅
防
火
に
関
す
る
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高

齢
化
の
進
展
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
べ
く
行
な
わ
れ
た
画
期

的
な
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

※
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
「
住
宅
用
防
災
警
報
器
」
の
代
替
用
語
と
し
て
用
い
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
逃
げ
遅
れ
」

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
火
災
を
早
期
に
発

見
で
き
る
器
具
（
住
警
器
）
の
設
置
が
一

般
の
住
宅
に
も
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

こ
こ
数
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者 

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

特
に
死
者
の
発
生
し
た
原
因
の
約

７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
の
過
半
数
が
高
齢
者
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
死
者
数
の
さ
ら
な
る
増
加
が
心

配
さ
れ
ま
す
。 

 

 
 

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

六
月
一
日
か
ら
設
置
と
な
り
、
既
存
住
宅

に
つ
い
て
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら

平
成
二
三
年
五
月
三
一
日
ま
で
５
年
間
の

猶
予
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。 

特特特集集集（（（保保保存存存版版版）））   



 

 
 
 

 

住
警
器
と
は
、
室
内
に
発
生
し
た
煙

を
早
期
に
感
知
し
て
、
警
報
音
で
火
災

を
知
ら
せ
る
器
具
で
す
。 

住
警
器
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と

「
煙
」
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
と
「
熱
」

に
反
応
す
る
タ
イ
プ
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
火
災
予
防
条
例
で
設

置
が
義
務
化
さ
れ
た
の
は
「
煙
」
に
反

応
す
る
煙
式
タ
イ
プ
の
も
の
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
設
置
方
法
に
よ
っ
て
乾
電
池

タ
イ
プ
と
配
線
タ
イ
プ
（
１
０
０
ｖ
タ

イ
プ
）
の
２
通
り
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

配
線
タ
イ
プ 

に
は
、
出
火 

し
た
部
屋
以 

外
に
連
動
し 

て
火
災
を
知 

ら
せ
る
タ
イ 

プ
も
あ
り
ま 

す
。 

 
 
 

 

設
置
の
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
寝
室
〜
普
段
就
寝
に
使
わ
れ
る
部
屋
に
設
置
し
ま
す
。 

②
階
段
〜
寝
室
の
あ
る
階
（
避
難
階
除
く
）
の
階
段
最
上
部
に
設
置
し
ま
す
。 

③
階
段
〜
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
、
２
つ
下
の
階
の
階
段
（
屋
外
に
設
置
さ
れ

た
階
段
を
除
く
）
に
設
置
し
ま
す
。 

④
廊
下
〜
居
室
（
床
面
積
７
㎡
以
上
（
約
４
畳
半
）
）
が
５
以
上
あ
る
階
の

廊
下
に
設
置
し
ま
す
。
（
廊
下
が
な
け
れ
ば
階
段
） 



 

 
 
 

 
 

住
警
器
は
消
火
器
な
ど
と
と
も
に

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防
設
備
業
者
な

ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

配
線
タ
イ
プ
を
取
り
付
け
る
場
合
は
、

専
門
業
者
を
通
じ
て
購
入
・
取
り
付
け

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
住
警
器
の
品
質

を
保
証
す
る
も
の
に
、
日
本
消
防
検
定

協
会
の
鑑
定
が
あ
り
ま
す
の
で
鑑
定
マ

ー
ク
（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）
が
つ
い
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

感
知
器
の
中
心
を
壁
か
ら

６０
㎝
以

上
離
し
ま
す
。 

 

感
知
器
の
中
心
を
は
り
か
ら

６０
㎝

以
上
離
し
ま
す 

 

天
井
か
ら

１５
〜

５０
㎝
以
内
に
感
知

器
の
中
心
が
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
口
か

ら
1.5
ｍ
以
上
離
し
ま
す
。 

 この改正により悪質業者が出回ることが予想されます。実際の手口の一例は下記のとおりで
す。消防職員が一般の住宅を訪問し、直接住警器を販売することはありません。また、特定の
業者に販売を委託することもありません。もし、怪しいと思ったら消防署までご連絡ください。 

消防署から依頼され
た口ぶりで家に訪れ
る。 

「今日だけ、特別安くする」と
か「取り付けないと違法だ」
などとすぐに契約を迫る。 

品質の伴わないものを売りつけら
れる。又は、海外製品の安いもの
を高く売りつける。 


